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*A2相当以上を証明するための試験
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試験名 レベル

実用日本語検定 J.TEST
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STBJ 標準ビジネス日本語テスト

TOPJ実用日本語運用能力試験

日本語NAT-TEST

　上位5都府県だけで全体の約半数を
占めています。政府は「特定技能」の導
入に先立って、外国人の受け入れ・共
生のための126項目の対応策を選定し、
外国人労働者が大都市に集中しないた
めの目標を掲げました。日本人に限らず、
外国人も大都市に偏在している現状が
浮き彫りになっています。

試験名

在留外国人の構成比（2019年６月末）

国
際
日
本
語
教
育
研
究
協
会
定
例
会
報
告

日本語教育機関の告示基準改正

①不法残留者の数 ②更新不許可となった者の数
③在留資格取消しになった者の数 ④資格外活動許可の取消し者の数
⑤退去強制令書が発布された者の数

・1ヵ月の出席率が8割を下回った生徒
→８割以上になるまで改善指導、当該記録を保存
【入管への報告内容】
･１ヵ月の出席率が５割を下回った生徒
※当該生徒が資格外活動の許可を受けている場合はアルバイト先も併せて報告
･全ての生徒の６ヵ月間の出席率　･個々の生徒ごとの月単位の出席状況

各年度の課程修了の認定を受けた者のうち
①大学などへの進学者数　②在留資格の変更を許可された者
③日本語能力に関し、ＣＥＦＲのＡ２相当以上のレベル
→上記①②③の合計数が各年度の課程修了の認定を受けた者の7割を下回る
ときは、その改善策

･全生徒の６ヵ月の平均出席率が７割を下回るとき
･適正校ではない旨の通知を3年連続で受けたとき
･大学等への進学者数・在留資格変更を許可された者の数・*ＣＥＦＲのＡ２相当
以上の者の数が3年連続で7割を下回ったとき

「適正校」の定義の明確化

出席管理の厳格化

告示校抹消基準の追加

⇒①～⑤の合計数の割合が５％以内

法務省出入国在留管理庁（2019年8月1日改正）

入管への報告義務の追加

●
第
六
回
定
例
会（
大
阪
）

日
本
語
教
師
に
必
要
な
法
律
知
識

 

〜
告
示
基
準
の
こ
こ
が
変
わ
っ
た
！
〜

　

2
0
1
9
年
8
月
1
日
に
改
正
さ
れ
た
告
示
校
基
準
に
つ
い

て
、
専
任
講
師
・
非
常
勤
講
師
関
わ
ら
ず
把
握
し
て
い
た
だ
き

た
い
主
な
改
正
点
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
当
財
団
の
菱
垣
理
英

法
律
顧
問
よ
り
発
信
い
た
し
ま
し
た
。

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
究　

作
文
指
導
の
方
法
に
つ
い
て
考
え
る

中
級
レ
ベ
ル
の
学
習
者
が
書
い
た
作
文
を
使
用
し
、
作
文
を
提

出
す
る
前
に
学
習
者
本
人
が
自
身
で
見
直
し
書
き
直
し
が
で
き

る
チ
ェ
ッ
ク
項
目
を
考
え
ま
し
た
。

　

ま
ず
１
人
４
つ
ず
つ
作
文
を
読
み
考
察
、
そ
の
後
グ
ル
ー
プ

で
項
目
を
５
つ
に
し
ぼ
り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
サ
イ
ト
に
ア

ク
セ
ス
し
、
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
て
全
体
で
共
有
し
ま
し
た
。

●
第
七
回
定
例
会（
名
古
屋
）

日
本
語
教
師
に
必
要
な
法
律
知
識

 

〜
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
に
つ
い
て
〜

　

日
本
語
教
師
養
成
講
座
名
古
屋
校
１
期
の
修
了
式
後
に
、

「
留
学
生
の
就
労
」
「
特
定
技
能
」
を
中
心
に
、
入
管
法
の
基

今後の日本語教師養成に求められる一つの視点
－専門日本語教育への着目－

数字で見る
在留外国人の現状

　2019年6月末の在留外国人数は、282万9416人
で、前年末に比べ9万8323人（3.6%）増加となり過去
最高。これは日本の総人口の約2.1％に当たり、50人
に1人が外国人ということになります。
　在留カード及び特別永住者証明書上に表記され
た国籍・地域の数は195（無国籍を除く）でした。
　上位10カ国のうち、増加が顕著な国籍・地域とし
ては、ベトナムが37万1755人（対前年末比4万920人
（12.4%増））、インドネシアが6万1051人（同4705人
（8.4%増））となっています。

本
的
な
知
識
の
講
演
を
菱
垣
法
律
顧
問
よ
り
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
多
数
の
ご
質
問
を
い
た
だ
き
、
白
熱
し
た
議
論
が
展
開
さ

れ
ま
し
た
。

●
第
八
回
定
例
会（
大
阪
）

は
じ
め
て
の
進
路
指
導
入
門
編

 

〜
希
望
進
路
別
チ
ェ
ッ
ク
マ
ニ
ュ
ア
ル
〜

　

進
路
相
談
を
学
生
か
ら
受
け
た
際
に
、
適
切
な
対
応
が
で
き

る
ス
キ
ル
は
、
専
任
講
師
・
非
常
勤
講
師
関
係
な
く
、
学
生
と

の
関
わ
り
合
い
に
大
い
に
役
立
ち
ま
す
。
そ
こ
で
、
数
々
の
進

路
指
導
実
績
と
経
験
豊
富
な
進
路
指
導
で
学
生
か
ら
の
支
持
を

得
る
、
賛
助
校
の
J
国
際
学
院
、
教
務
主
任
の
三
上
智
里
先
生

よ
り
ご
解
説
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
講
師
が
自
己
チ
ェ
ッ

ク
で
き
る
リ
ス
ト
も
配
布
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ぜ
ひ
現
場

に
て
役
立
て
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
究　

読
解
指
導
の
方
法
を
考
え
る

 

〜
学
習
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
視
点
か
ら
〜

　

ア
ン
ケ
ー
ト
に
て
ご
意
見
の
多
か
っ
た
「
読
解
指
導
」
に
つ

い
て 

〝
読
解
授
業
に
な
る
と
学
生
が
つ
ま
ら
な
さ
そ
う
〞
と
い

う
悩
み
に
焦
点
を
当
て
ま
し
た
。
課
題
文
の
「
町
内
会
の
お
祭

り
」
に
お
い
て
、
読
解
の
前
に
教
室
で
で
き
る
、
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
上
が
る
「
前
作
業
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る

か
を
考
え
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
毎
回
90
％
以
上
の
方
が
「
ま
た
参
加
し

た
い
」
と
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
次
回
以
降
も
、
ア

ン
ケ
ー
ト
で
い
た
だ
い
た
お
悩
み
や
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
た
い
議

題
な
ど
に
つ
い
て
の
ご
意
見
を
参
考
に
、
テ
ー
マ
を
設
定
し
、

現
場
の
先
生
方
に
と
っ
て
有
意
義
な
定
例
会
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

2
0
1
9
年
8
月
30
日
に
第
六
回
、
10
月
19
日
に
第
七
回
、
11

月
30
日
に
第
八
回
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
㈶
国
際
生

涯
学
習
研
究
財
団
が
主
催
す
る
日
本
語
教
師
養
成
講
座
名
古
屋
校

の
1
期
生
が
10
月
に
講
座
を
修
了
し
、
第
七
回
に
お
い
て
は
初
の

名
古
屋
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

東京都
20.6%その他

愛知県
9.6%

大阪府
8.7%

神奈川県 8.1%
埼玉県 6.7%

千葉県
兵庫県

静岡県
福岡県
茨城県

第九回定例会（大阪）
2020年2月22日（土）16時40分～

第十回定例会（名古屋）
2020年2月29日（土）16時40分～

㈶国際生涯学習研究財団
日本語教師養成講座
420時間コース
■大阪校6期生
■名古屋校3期生
■東京校2期生

大阪大学
国際教育交流センター

村岡　貴子教授
博士（言語文化学）
AKP同志社留学セン
ター講師、香川大学教
育学部助教授などを経
て現在に至る。専門は
日本語教育学。

今後の開催予定

㈶
国
際
生
涯
学
習
研
究
財
団

日
本
語
教
師
養
成
講
座
大
阪
校
3
期
修
了
生

J
国
際
学
院 

専
任
講
師 

渡
部 

紗
也

　

２
０
１
９
年
の
3
月
に
養
成
講
座

を
修
了
し
、4
月
か
ら
J
国
際
学
院

で
専
任
講
師
を
し
て
い
ま
す
。初
め
は
学
生
の
前
に
立
つ
だ
け

で
緊
張
し
て
い
ま
し
た
が
、時
間
が
経
つ
に
つ
れ
て
学
生
と一緒

に
授
業
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。私
自
身
も
大
学
で
言
語
を
勉
強
し
て
い
た
の
で
、文
法
や

発
音
に
困
っ
て
い
る
学
生
を
見
る
と
ど
こ
か
懐
か
し
い
気
持
ち

に
な
り
ま
す
。そ
ん
な
彼
ら
に
日
本
語
を
楽
し
く
勉
強
し
て

も
ら
う
た
め
に
毎
日
授
業
準
備
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

養
成
講
座
で
は
授
業
を
す
る
上
で
大
切
な
こ
と
を
た
く
さ

ん
学
び
ま
し
た
。実
習
の
際
に
は
、先
生
方
か
ら
教
え
て
い
た

だ
い
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、自
分
自
身
で
細
か
い
部
分
ま
で
確

認
し
な
が
ら
授
業
準
備
を
す
る
こ
と
で
、実
際
の
授
業
で
何
が

重
要
な
の
か
に
も
気
付
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。例
え
ば
、授

業
で
使
う
一
つ
一
つ
の
言
葉
が
既
習
で
あ
る
か
を
確
認
す
る

こ
と
や
、既
習
の
文
型
を
積
極
的
に
使
う
こ
と
、学
生
か
ら
聞

か
れ
そ
う
な
質
問
の
答
え
ま
で
準
備
し
て
お
く
こ
と
な
ど
、働

い
て
み
る
と
当
り
前
な
こ
と
で
す
が
、今
の
現
場
で
と
て
も
役

に
立
って
い
ま
す
。

　

今
後
も
自
分
自
身
で
勉
強
し
つつ
、定
例
会
を
通
し
て
情
報

の
共
有
や
日
本
語
教
師
と
し
て
の
ス
キ
ル
向
上
を
図
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

渡部先生（前列左から4番目）

修

了

生
の

い

ま

受講料：25万円（税別）
☎：0120-998-503

永住者 783,513人（1.5%↑）

技能実習 367,709人（12.0%↑）

留学 336,847人（0.05％↓）

特別永住者 317,849人（1.1%↓）

技術・人文知識・国際業務 256,414人（13.６％↑）

　2018年末の時点で、日本での就職
を目的として在留資格を変更した留
学生は、8年連続で増加し、過去最多
となりました。中でも「技能実習」と「技
術・人文知識・国際業務」が10％以上
の増加となっています。

永住者
27.7%

技能実習
13.0%

留学
11.9%

特別永住者
11.2%

技術・人文知識・
国際業務　9.1%

定住者

家族滞在

日本人の配偶者等

特定活動

技能

その他

受講生
募集中

出典：法務省出入国在留管理庁「令和元年6月現在における在留外国人について（速報値）」

出典：法務省出入国在留管理庁「令和元年6月現在における在留外国人について（速報値）」 出典：法務省出入国在留管理庁「留学生の受入れについて」
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2
0
1
9
年
6
月
に
日
本
語
教
育

の
推
進
に
関
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
、

外
国
人
等
へ
の
日
本
語
教
育
の
実
施

に
対
す
る
国
の
責
務
が
明
確
化
さ
れ

た
。従
来
、地
域
に
よ
っ
て
は
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
、し
ば
し
ば
多
大
な
好
意
に

頼
る
形
で
、生
活
者
と
し
て
の
外
国
人

等
へ
の
日
本
語
教
育
が
行
わ
れ
て
き

た
。今
後
、日
本
語
教
育
が
必
要
な
学

習
者
は
言
語
学
習
権
を
有
す
る
こ
と

と
な
り
、国
や
自
治
体
に
よ
る
学
習
機

会
の
最
大
限
の
確
保
が
責
務
と
さ
れ

る
。そ
れ
は
本
法
律
の
大
き
な
意
義
で

あ
る
。

　

今
後
の
日
本
語
教
育
と
そ
の
教
師

養
成
に
は
多
く
の
課
題
が
存
在
す
る
。

例
え
ば
、日
本
の
言
語
教
育
政
策
の
議

論
の
深
化
、日
本
語
教
育
機
関
の
適
否

の
判
断
や
教
育
の
質
向
上
に
必
要
な

評
価
、お
よ
び
教
師
養
成
と
そ
の
評
価

等
が
挙
げ
ら
れ
る
。こ
れ
ら
は
、学
習

者
の
Q
O
L（Quality of Life

）向
上

に
直
結
し
た
教
育
実
施
の
た
め
に
克

服
す
べ
き
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と

を
実
感
さ
せ
る
。

　

以
上
を
背
景
と
し
て
、本
稿
で
は
、

教
育
対
象
を
社
会
人
に
絞
り
、教
師
養

成
に
お
け
る
専
門
日
本
語
教
育
の
視

点
導
入
の
重
要
性
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　

特
定
目
的
の
た
め
に
行
わ
れ
る
専
門

日
本
語
教
育
は
、日
本
で
は
1
9
8
3

年
の
留
学
生
10
万
人
計
画
以
降
に
学
術

目
的
の
た
め
の
教
育
と
し
て
発
展
し
て

き
た
。そ
の
後
、社
会
の
変
化
に
伴
い
、

教
育
の
対
象
は
留
学
生
に
加
え
、ビ
ジ

ネ
ス
、介
護
、看
護
等
に
従
事
す
る
特
定

の
職
業
人
に
及
ぶ
。詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
上
の
学
会
誌『
専
門
日
本
語
教
育

研
究
』の
論
考
に
譲
る
が
、英
語
教
育
学

のEnglish for specific purposes

で

は
歴
史
が
古
く
、日
本
語
教
育
学
へ
の

影
響
も
大
き
い
。

　

専
門
日
本
語
教
育
で
は
、学
習
者
は

学
習
目
的
を
自
覚
し
て
お
り
、教
師
は

そ
の
ニ
ー
ズ
の
実
現
に
向
け
て
教
育

や
学
習
支
援
を
考
案
・
実
施
す
る
必
要

が
あ
る
。そ
の
際
、上
述
し
た
職
種
の

関
係
者
と
の
連
携
が
肝
要
で
あ
る
。連

携
が
な
け
れ
ば
、教
師
が
一
人
で
、学

習
者
の
日
本
語
能
力
に
合
わ
せ
て
必

要
な
場
面
や
表
現
を
抽
出
し
て
教
育

を
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
は
不
可
能
だ

か
ら
で
あ
る
。言
語
教
育
の
デ
ザ
イ
ン

に
は
、そ
の
目
的
や
意
義
の
明
確
化
が

必
須
で
あ
る
。そ
こ
で
、教
師
養
成
で

は
、こ
う
し
た
目
的
に
応
じ
た
コ
ー
ス

デ
ザ
イ
ン
を
他
者
と
協
働
し
て
行
え
、

か
つ
、カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
柔
軟
に
改
訂

で
き
る
人
材
が
有
用
に
な
る
と
考
え

ら
れ
る
。幸
い
昨
今
で
は
、学
習
支
援

ツ
ー
ル
の
開
発
や
そ
の
研
究
も
盛
ん

で
あ
る
。そ
れ
ら
の
成
果
も
活
用
し
た

他
分
野
の
専
門
家
と
の「
連
携
」は
、学

習
者
が
必
要
と
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

へ
の
ア
ク
セ
ス
を
、教
師
自
身
が
意
識

す
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。そ
れ
こ
そ
が

専
門
日
本
語
教
育
の
出
発
点
で
あ
る

と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。

　

国
際
日
本
語
教
育
研
究
協
会

（
I
J
S
）に
は
、上
記
の「
連
携
」を
は

じ
め
、日
本
語
教
育
お
よ
び
日
本
語
教

員
養
成
に
関
す
る
種
々
の
関
係
者
と

の
連
携
関
係
の
構
築
の
面
で
、日
本
語

教
育
の
質
向
上
の
た
め
に
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
い
た
だ
け
る
と
大
変

期
待
し
て
い
る
。


